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新
し
い
年
を
迎
え
一
月
が
過
ぎ
た
が
、
改
め

て
、
昨
年
一
年
を
人
権
の
視
点
で
振
り
返
っ
て

み
た
い
。

【
１
月
】

　
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
知
的
障
害
を
理
由

に
不
妊
手
術
を
強
制
さ
れ
た
と
し
て
、
国
を
提

訴
。
そ
の
後
、
訴
訟
は
北
海
道
や
東
京
な
ど
全

国
で
相
次
ぎ
、
議
員
立
法
に
よ
る
救
済
策
の
検

討
が
始
ま
っ
た
。

【
３
月
】

　
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
の
強
化
本
部
長
に
よ

る
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
が
発
覚
。

【
４
月
】

　
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ

疑
惑
に
よ
り
財
務
次
官
が
辞
任
。
財
務
省
は
セ

ク
ハ
ラ
を
認
定
し
た
。

【
８
月
】

　
東
京
医
科
大
医
学
部
の
一
般
入
試
で
、
女
子

や
浪
人
回
数
の
多
い
受
験
生
の
点
数
を
一
律
に

減
点
、
不
当
に
合
格
者
を
抑
制
し
て
い
た
こ
と

が
発
覚
。
文
部
科
学
省
の
調
査
で
、
他
の
複
数

の
大
学
で
も
得
点
操
作
な
ど
不
正
入
試
が
判
明

し
た
。

【
11
月
】

　
深
刻
な
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
政
府

が
提
出
し
た
出
入
国
管
理
法
（
入
管
法
）
改
正

案
（
12
月
成
立
）
の
国
会
審
議
に
伴
っ
て
、
各

方
面
で
外
国
人
の
人
権
問
題
も
論
議
さ
れ
た
。

　
こ
の
一
年
は
、
障
が
い
者
の
人
権
問
題
、
ス

ポ
ー
ツ
界
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
、
そ
し
て
、
セ
ク

ハ
ラ
を
含
む
女
性
の
人
権
問
題
等
と
、
間
を
空

け
る
こ
と
な
く
報
道
さ
れ
続
け
た
感
が
あ
る
。

　
中
で
も
気
に
な
っ
た
も
の
は
、
旧
優
生
保
護

法
の
下
で
実
施
さ
れ
た
強
制
不
妊
手
術
の
問
題

で
あ
る
。
ま
さ
に
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
と
同
質
の

問
題
で
あ
り
、
超
党
派
議
員
連
盟
が
法
案
前
文

に
反
省
と
お
わ
び
の
言
葉
を
明
記
し
、
救
済
対

象
者
を
認
定
す
る
た
め
の
第
三
者
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
、
救
済
法
案
の
大
枠
を
取
り

ま
と
め
た
と
聞
く
。
一
日
も
早
い
救
済
が
求
め

ら
れ
る
。

　
更
に
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題
や
医
学
部
入
試
に
見

ら
れ
る
女
性
差
別
、
女
性
の
人
権
問
題
で
あ

る
。

　
２
０
１
７
年
10
月
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
セ
ク
ハ

ラ
問
題
に
端
を
発
し
て
起
こ
っ
たM

e
 T

o
o

（
私

も
そ
う
だ
）
運
動
は
、
す
ぐ
に
日
本
に
も
伝
わ
っ

た
。
し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
被
害
者
の
勇
気

あ
る
告
発
は
、
時
に
告
発
し
た
当
事
者
が
批
判

さ
れ
る
な
ど
、
未
だ
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

　
厚
労
省
が
２
０
１
５
年
に
行
っ
た
調
査
（
現

●
第
12
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

　「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」

　課
題
《
夏
休
み
》
応
募
作
品

お
お
寒
い

　
　暑
い
暑
い
が
懐
か
し
い

国
東
町
　
ひ
び
き

い
つ
ま
で
も

　
　あ
る
と
思
う
な
夏
休
み

国
見
町
　
愛
と
誠

に
就
業
し
て
い
る
か
就
業
経
験
が
あ
る
25
〜
44

歳
の
女
性
約
一
万
人
が
回
答
）
に
よ
る
と
、
セ

ク
ハ
ラ
被
害
を
受
け
た
人
は
約
29
％
、
そ
し

て
、
そ
の
約
63
％
の
人
が
何
も
せ
ず
我
慢
し
た

と
答
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
女
性
が
被
害
を
訴
え

な
い
、
訴
え
に
く
い
状
況
に
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
日
本
社
会
に
は
セ
ク
ハ
ラ
被
害
、M

e
 T

o
o

運
動
を
「
当
事
者
の
問
題
」
と
し
か
考
え
な
い

傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
欧
米
で
はM

e
 

T
o
o

運
動
と
と
も
に
「T

im
e
's

 U
p

」
運
動
が
存

在
す
る
と
い
う
。「
時
間
切
れ
」
を
意
味
す
る
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
黙
殺
さ
れ
て
き

た
セ
ク
ハ
ラ
や
性
差
別
な
ど
を
「
も
う
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
す
る
の
は
終
わ
り
に
し
よ
う
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
被
害
者
を
守
り
、
被

害
の
撲
滅
を
訴
え
る
運
動
で
あ
る
。

　
人
権
問
題
を
考
え
る
と
き
、
私
達
は
常
に
学

び
続
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
。

（
文
責
：
社
会
教
育
課
　
田
中
）

最
近
、
気
に
な
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
（
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
）

　2019年６月よりあきかん・あきびんの指定ごみ袋を廃止します。
　廃止以降は、それぞれ分別して、中身が判別できる透明ビニール袋に入れて割当ての集
積所へ決められた収集日に出してください。

　ご家庭にあるそれぞれの指定ごみ袋については、可能な限り廃止までに使い切りをお願
いします。
　なお、どうしても余ってしまった袋については引き換えを予定しております。
　（注意）あきかん・あきびんは混ぜないでください。

　　　　 袋は口をしばって、びん・かんが散らばることのないようにしてください。

　　　　 可燃ごみ・不燃ごみ・ペットボトルの指定ごみ袋は変更ありません。

廃食油の処理にお困りではないですか？

 　国東市では家庭から出る廃食油を回収し、BDF（バイオディーゼル燃料）への再資源化
を推進しています！皆様のご協力をお願いいたします。
　回収ボックスは、市役所本庁及び各総合支所に設置していますので、詳細については、
回覧文書、国東市のホームページまたは下記までお問い合わせください。

　市では水道水の安全確認のため、毎月定期的に水質検査を実施しています。
　平成31年度に実施する水質検査の内容について「水質検査計画」を作成しましたので、閲覧
をご希望の方は、上下水道課または各総合支所地域産業建設課までお越しください。
※閲覧は、３月１日㈮からです。

環境衛生課からのお知らせ環境衛生課からのお知らせ

水質検査計画を公表します水質検査計画を公表します

2019年６月よりあきかん・あきびんの指定ごみ袋を廃止します

【問合先】環境衛生課 環境推進係　☎０９７8-７２-９００１

【問合先】上下水道課　☎０９７8-７２-５１９７
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『
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
』

国
東
市
長  

三
河 

明
史

市
長
室
か
ら

こ
ん
に
ち
は

　
国
東
高
校
の
園
芸
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
３
年
生
の
生
徒
さ
ん

５
人
が
、
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
18
鉢
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を

校
長
先
生
達
と
一
緒
に
市
役
所
に
届
け
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。

　
そ
れ
は
そ
れ
は
見
事
な
シ
ク
ラ
メ
ン
で
、
色
も
白
や

赤
、
薄
い
ピ
ン
ク
な
ど
幾
種
類
も
あ
り
、
花
の
形
も
様
々

で
す
。
か
す
か
に
爽
や
か
な
香
り
が
し
ま
す
。

　
私
が
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
、
布
施
明
で
す
ね
」
と

言
っ
て
も
生
徒
さ
ん
達
は
、
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
ま
す
。
校

長
先
生
以
外
の
先
生
も
首
を
か
し
げ
て
い
ま
す
。

　
私
が
再
び
「
オ
リ
ビ
ア
・
ハ
ッ
セ
ー
と
結
婚
し
た
日
本
の

歌
手
だ
よ
」
と
言
っ
て
も
全
く
分
か
ら
な
い
様
子
。
時
が

流
れ
た
の
で
す
ね
え
。

　
５
人
の
生
徒
さ
ん
が
、
３
年
生
だ
と
言
う
の
で
「
就
職

は
、
決
ま
っ
た
の
」
と
聞
く
と
全
員
が
う
な
ず
く
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
就
職
先
を
聞
く
と
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
に
全
員

が
国
東
に
残
る
と
言
う
の
で
す
。

　
空
港
に
一
人
、
企
業
に
二
人
、
国
東
か
ら
大
学
に
通
う
子

が
一
人
、
一
人
の
女
子
生
徒
は
、
農
業
大
学
校
に
進
学
し

て
、
卒
業
後
国
東
に
戻
り
花
を
育
て
る
そ
う
で
す
。
思
わ

ず
、「
残
っ
て
く
れ
て
有
り
難
う
」
と
お
礼
を
言
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
こ
の
少
子
化
の
時
代
、
若
い
人
達
が
故
郷
に
残
っ
て
く

れ
る
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
５
人
の
生
徒

さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
心
か
ら
祈
ら
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
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